
　観光協会を中心に、住民、事業所、各種団体、行政が役割分担しながら、観光振興を図る体制づくりを
進めます。

　観光のむらづくりの機運の醸成を図ります。

　村の観光に関する価値ある情報などを積極的に発信し、売り込んでいきます。

　心がこもり、かつ洗練されたおもてなしであることはもちろんのこと、いつでも、
どなたに対しても、同質のサービスを提供し、満足していただくよう、観光サー
ビスの水準の向上に努めます。

　観光事業に携わる人も、一般村民も、「田舎の素朴さ」は大切にしつつ、心がこもり、かつ洗練されたおもてなしを
推進します。

　平成30年に福島県で開催される第69回全国植樹祭では、ふくしま県民の森フォレストパークあだたらがサテライト
会場となります。
　これを１つの契機として、夏まつり、うまいものまつりなど、各イベント時の充実した観光サービスの展開を図ってい
きます。

　外国人観光客がわが国全体で急増しています。また、本村では、近年、台湾、ペルーとの国際交流事業を推進しており、
彼の地からの訪問が待望されます。
　こうしたことから、外国人のお客様に喜んでいただける観光サービスの水準をめざしていきます。

　観光アクセスの改善・解決を図り、観光集客を図っていきます。

　体験観光をパッケージ観光商品として魅力化し、通年提供していける体制づくりを進めます。

　ハード・ソフト両面から、人と環境にやさしい観光地づくりを進めます。

　既存の宿泊施設の収容可能人数の増強と、グレードアップを図ります。
　また、本村住民が円滑に農家民宿・体験民宿の立ち上げを行えるよう、希望者への助言・指導を行い、推進組織
を設立し、実現をめざしていきます。

　観光関連施設の充実に努めるとともに、「日本で最も美しい村連合」の加盟などを機に、これまで観光客の来訪を
想定してこなかった施設でも、案内板の設置や周辺景観の修景、駐車場やトイレの確保などを進めます。

　観光に対する情熱を持ち、知識・技術を生かして活躍できる担い手の系統的な育成・確保と連携強化を図ります。

　広域観光連携を一層進め、本村の知名度の向上と地域の活性化につなげていきます。

　農業・歴史・文化を観光資源として発掘・創造する取り組みを通じて、観光地としてのすそ野の拡大を
図るとともに、コミュニティと文化の醸成に努めます。

　本計画を効果的かつ円滑に推進していくために、各施策に関わる主体が共通認識を持ち、情報共有を図
りながら、協働できる体制づくりを進めます。

　６次産業化や地産地消の取り組みを一層推進しながら、観光客の招致につなげていきます。

　「大玉村 日本で最も美しい村づくり推進会議」を中心に、村民と行政が協働で、美
しい地域の保全・継承活動を推進していきます。

❶ 観光のむらづくりの機運の醸成

❷ 積極的な情報発信と売り込みの推進

❶ 心がこもり、かつ洗練されたおもてなしの推進

❷ イベント時の充実した観光サービスの展開

❸ 外国人の訪問への周到な対応

❸ アクセス手段の充実

❹ 体験メニューの豊富化

❹ 人と環境にやさしい観光地づくり

❺ 宿泊機能の充実促進

❻ その他の観光関連施設の充実

❼ 観光に携わる担い手の育成・確保と連携強化

❽ 近隣市町村・県・国と連携強化

❶ 農業を観光に活かす取り組みの推進

❷ 景観や歴史・文化を観光に活かす取り組みの推進

《各推進主体の役割と関係性》

1 受け入れ体制づくり

3 観光資源の発掘・創造を通じたコミュニティと文化の醸成

4 推進体制

2 観光サービスの水準の向上

施策の展開

連携・協働

・ 各主体間の連携促進
・ 各主体の取組への支援
・ 国や県、他市町村との
  連絡調整
・ 本計画の進行管理と検証

村の役割

・ 観光事業への参画
・ おもてなし力の向上
・ イベントの開催と連携
・ むらづくりへの参画

一般事業者・団体の役割

・ 観光事業の展開
・ おもてなし力の向上
・ イベントの開催と連携
・ 新事業の開発、人材育成
・ 観光組織の設置運営

観光関連事業者の役割

・ おもてなし力の向上
・ 観光の学習の推進
・ 大玉学習の推進
・ むらづくりへの参画
・ イベントへの参画

住民の役割


